
○ 全 国 高 等 専 修 学 校 協 会 	
 平 成 ２ ６ 年 度 定 例 総 会 ・ 研 修 会  

	
 6 月 2 5 日 、東 京 都・ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ 谷 を 会 場 と し て 、全 国 高 等 専 修 学 校 協 会 の

平 成 2 6 年 度 定 例 総 会 が 開 催 さ れ た 。 出 席 者 は 委 任 状 を 含 め 9 7 名 。  

	
 清 水 信 一 会 長 が 開 会 あ い さ つ を 述 べ 、 来 賓 と し て 赤 池 ま さ あ き 参 議 院 議 員 ・ 専 修

学 校 等 振 興 議 員 連 盟 事 務 局 次 長 が あ い さ つ を 述 べ た 。 議 長 に は 理 事 会 の 推 薦 候 補 者

で あ る 石 川 正 一 理 事 を 選 出 。 議 長 が 会 議 の 有 効 な 成 立 を 確 認 し た 後 、 議 事 録 署 名 人

に 畑 修 理 事 と 細 谷 祥 之 理 事 を 選 出 し て 議 事 に 入 っ た 。  

【 第 1 号 議 案 】 平 成 2 5 年 度 事 業 報 告  

【 第 2 号 議 案 】 平 成 2 5 年 度 決 算 報 告 な ら び に 監 査 報 告  

	
 第 1 号 議 案 、第 2 号 議 案 に つ い て 一 括 審 議 を 行 っ た 。第 1 号 議 案 で は 事 務 局 が 配

布 資 料 に 基 づ き 、 会 議 開 催 状 況 、 委 員 会 活 動 に つ い て 説 明 。  

	
 第 2 号 議 案 で は 、配 布 資 料 に 基 づ き 、事 務 局 が 各 科 目 の 内 容 を 説 明 し 、高 橋 信 一

監 事 が 全 て 適 正 で あ る と 監 査 報 告 を 行 っ た 。  

	
 両 議 案 に 関 し て は 、 特 に 質 疑 は な く 、 出 席 者 全 員 異 議 な く こ れ を 拍 手 承 認 し た 。  

【 第 3 号 議 案 】 平 成 2 6 年 度 事 業 計 画 案  

【 第 4 号 議 案 】 平 成 2 6 年 度 収 支 予 算 案  

	
 第 3 号 議 案 、第 4 号 議 案 に つ い て 一 括 審 議 を 行 っ た 。第 3 号 議 案 に つ い て は 、配

布 資 料 に 基 づ き 清 水 会 長 が 運 動 方 針 に つ い て 説 明 し 、 関 谷 豊 高 等 専 修 学 校 総 務 委 員

長 、 岡 部 隆 男 研 修 委 員 長 、 大 岡 豊 制 度 改 善 研 究 委 員 長 、 大 貫 二 郎 体 育 振 興 委 員 長 が

各 委 員 会 活 動 方 針 を 説 明 し た 。  

	
 第 4 号 議 案 に つ い て は 、 配 布 資 料 に 基 づ き 事 務 局 が 各 科 目 の 内 容 を 説 明 し た 。  

	
 両 議 案 に 関 し て は 、 特 に 質 疑 は な く 、 出 席 者 全 員 異 議 な く こ れ を 拍 手 承 認 し た 。  

【 第 5 号 議 案 】 役 員 改 選  

	
 関 谷 高 等 専 修 学 校 総 務 委 員 長 の 説 明 に よ り 、 総 会 前 に 開 催 さ れ た 理 事 会 に お い て

推 薦 さ れ た 理 事 ・ 監 事 候 補 者 を 総 会 に 提 案 す る こ と が 承 認 さ れ 、 事 務 局 が 理 事 ・ 監

事 候 補 者 名 簿 を 配 布 し 、 出 席 者 全 員 異 議 な く こ れ を 拍 手 承 認 し た 。 続 い て 、 理 事 の

互 選 に よ り 会 長 、 副 会 長 を 選 出 す る た め 総 会 を 一 旦 休 憩 し 、 理 事 が 退 席 。 小 憩 後 、

総 会 を 再 開 し 、 理 事 の 互 選 の 結 果 、 会 長 に は 清 水 信 一 先 生 の 再 任 、 副 会 長 に は 岡 部

隆 男 先 生 （ 研 修 委 員 長 ）、 大 貫 二 郎 先 生 （ 体 育 振 興 委 員 長 ）、 大 岡 豊 先 生 （ 制 度 改 善

研 究 委 員 長 ）、関 谷 豊 先 生（ 高 等 専 修 学 校 総 務 委 員 長 ）が 選 出 さ れ た こ と を 議 長 が 報

告 し た 。  

	
 清 水 会 長 が 再 任 あ い さ つ を 述 べ 、 総 会 の 全 日 程 を 終 了 し た 。  

	
 役 員 人 事 は 次 の と お り （ 敬 称 略 ・ 順 不 同 ）  



○ 会 長 ＝ 清 水 信 一 （ 東 京 都 ・ 武 蔵 野 東 高 等 専 修 学 校 ）  

○ 副 会 長 ＝ 岡 部 隆 男（ 福 島 県・郡 山 学 院 高 等 専 修 学 校 ）、大 貫 二 郎（ 神 奈 川 県・生 蘭

高 等 専 修 学 校 ）、 大 岡 豊 （ 兵 庫 県 ・ 大 岡 学 園 高 等 専 修 学 校 ）、 関 谷 豊 （ 山 口 県 ・ 立

修 館 高 等 専 修 学 校 ）  

○ 理 事 ＝ 畑 修（ 福 島 県・磐 城 学 芸 専 門 学 校 ）、細 谷 祥 之（ 茨 城 県・細 谷 高 等 専 修 学 校 ）、

小 倉 基 宏（ 群 馬 県・専 門 学 校 群 馬 自 動 車 大 学 校 ）、長 森 修 三（ 千 葉 県・専 門 学 校 野

田 鎌 田 学 園 ）、 谷 誠 （ 東 京 都 ・ 東 放 学 園 高 等 専 修 学 校 ）、 鈴 木 正 （ 神 奈 川 県 ・ ヨ コ

ス カ 調 理 師 専 門 学 校 ）、 笹 田 栄 一 （ 静 岡 県 ・ デ ザ イ ン テ ク ノ ロ ジ ー 専 門 学 校 ）、 小

川 明 治（ 愛 知 県・名 古 屋 工 学 院 専 門 学 校 ）、前 川 悟（ 大 阪 府・大 阪 技 能 専 門 学 校 ）、

久 次 米 健 一（ 徳 島 県・龍 昇 経 理 情 報 専 門 学 校 ）、石 川 正 一（ 沖 縄 県・大 育 高 等 専 修

学 校 ）  

○ 監 事 ＝ 高 橋 信 一（ 北 海 道・苫 小 牧 高 等 商 業 学 校 ）、小 山 充 子（ 東 京 都・大 森 家 政 専

門 学 校 ）  

	
 定 例 総 会 終 了 後 、管 理 者 研 修 会 が 開 催 さ れ 、「 高 等 専 修 学 校 を 取 り 巻 く 状 況 に つ い

て 」 を テ ー マ と し て 文 部 科 学 省 の 白 鳥 綱 重 専 修 学 校 教 育 振 興 室 長 が 配 布 資 料 に 基 づ

き 講 演 。続 い て「 学 校 経 営 に『 ブ ラ ン デ ィ ン グ 』が 求 め ら れ て い ま す ―『 ブ ラ ン ド 』

と は 何 で し ょ う か ？ 」 を テ ー マ と し て (株 )ク エ ス ト リ ー 代 表 取 締 役 の 櫻 田 弘 文 ブ ラ

ン デ ィ ン グ コ ン サ ル タ ン ト が 講 演 。 受 講 者 と の 質 疑 応 答 に よ り 研 修 会 を 終 了 し た 。  


